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線型振動粘性計による4Heの粘性係数測定

与 本 雅 彦

線型振動粘性計 (VibratingWireViscometer)は,流体中での弦の振動から流体の粘性

係数 (shearviscosity)を測定する装置で,比較的′トさな粘性係数の測定に適 している｡

この粘性計には,弦の振動の減衰時間をオシロスコープで測定するPulse法と弦の振動

の共鳴線のQ値を測定するCW法があるが,我々は前者の方法を改良して, 振動の振

幅が1/2に減衰するまでの振動回数を計数することにより,減衰時間をディジタルで出

力し,減衰時間の時々刻々の変化を見易 くした｡また,この粘性計では,弦の振動の減

衰時間,周期等から流体の粘性係数と密度が同時に測定出来る事が大きな特徴になって

いる｡

今回の実験では,まずこの粘性計で 4H｡の飽和蒸気圧線上の気相,液相それぞれに

ついて4･8Kから臨界点 (Tc-5･19K, Pc-1706Torr,pc-0･0699:C遥)近傍まで

の測定を行なった｡光散乱の実験で 4H｡の動的臨界現象に量子性は認められず,同じ

動的な量である粘性係数の臨界点近傍での振舞に興味が持たれるが,モード･モード結

合理論や xe,C2H6 等の古典流体の実験から,粘性係数は臨界点で弱い巾発散 (符∝

C10･036)する事が知られてお り,測定にかかる粘性係数の異常性は約 1割程 度 なの

で,臨界現象を議論するには,精度の良い測定と共に,なるべくbackgroundの少ない

pathで臨界点に近づく必要がある｡

我々は,この目的のために- リウム温度で試料を閉じ込めるneedlevalueを開発し,

4Heの臨界等横線 (〟 -㌔)に沿ったpathで実験を行なうためのクライオスタットを

製作 した｡現在,等積線上での実験を行なっている｡ 測定値は,臨界点から十分離れた

所では安定であるが,臨界点に近づくと(T-Tc/Tc≦ 2×10-2,1pIPcV pc～< 3×

lo一l),大きくばらつき,粘性係数の異常性は確認出来ていない｡
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